
法科学講座法歯学・災害口腔医学分野

を管理し，災害関連死を未然に防ぐという，非
常に大切な役割も存在します．したがって我々
の社会活動として，東日本大震災での経験を活
かし，大規模災害での歯科医師の役割を明示さ
せ，多くの臨床歯科医が災害時に適切かつ正確
に活動できるように啓発してゆくことも，重要
な責務と考えています．

遂行中の研究では，身元不明死体の科学的根
拠に基づく歯科的個人識別のための，ヒトの生
理的な男女の別や加齢性変化，近年特殊な犯罪
が横行する中で見られる咬傷の，被疑者特定の
ための分析方法を追求しています．

適切で正確な歯科的個人識別による人権保
護，歯科医学的知識を駆使した法的問題の解決，
大規模災害時の公衆衛生，社会福祉活動の遂行
といった基本理念のもと，今後の岩手医科大学
歯学部の歴史とともに発展して行きたい所存で
す．

２．最近10年間の歩みと現状

－教育面－
（１）卒前教育
第２学年
・解剖学（系統解剖学）
「歯科所見による身元確認　－東日本大震災を
経験して－」講師：菊月圭吾　客員教授

第３学年
・IDP （Introduction to the Dental Patients）
「災害歯科医療　大規模災害発生時の多職種連
携，歯科医師の役割，経時的活動記録（クロノ
ロジー）の重要性を学ぶ」講師：熊谷章子　准
教授

第４学年
・�AD（Advanced Dentistry）災害医学・法歯学
「法歯学概論」講師：熊谷章子　准教授

１．教室の歴史

岩手医科大学法科学講座の一分野として，法
歯学・災害口腔医学分野が開設されたのは 2017
年４月で，その歴史は 2019 年 12 月時点でまだ
２年８か月という，岩手医科大学歯学部の中で
は非常に新しい分野となります．しかしその役
割は，卒前・卒後教育はもちろん，平時に発見
される異状死体の身元確認等に関する警察や海
上保安庁からの委託事案への対応，歯科的個人
識別に関する研究の推進，国内での適切な災害
対応の発信，海外の災害対応に関する最新情報
収集と多岐にわたります．

法歯学とは，法科学の一領域となる学問です．
それは主として国籍・戸籍不明の生体や身元不
明死体の個人識別をしたり，医事紛争や各種の
裁判上の問題を歯学，医学または自然科学の知
識をもって解決したりするための学問です．災
害口腔医学とは，大規模災害発生時の歯科医師
の役割を追求し，その責務を有事の際に確実に
実践するための学問です．いずれも，公衆衛生，
社会福祉そして人権保護に貢献することを目的
としていますが，この二つの学問が交わるのは，
災害犠牲者の個人識別に関することとなりま
す．災害時に発見される犠牲者は全て身元不明
死体として扱われ，その身元を明らかにするた
めには，世界三大身元確認法である指紋，
DNA，歯科所見の採取が必須です．災害犠牲
者の個人識別は特殊な作業と思われがちかもし
れませんが，東日本大震災では，その犠牲者の
身元確認のために，全国の一般歯科医師が被災
地に集結しました．今後起こるとされる南海ト
ラフ巨大地震による死者は 32 万人と想定され
ており，それが現実となると，全国の歯科医師
全てが身元確認作業に従事しなくてはならなく
なる計算となります．

しかし災害時の歯科医師には，犠牲者の身元
確認への協力活動だけではなく，被災者の健康
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「歯科的個人識別」講師：熊谷章子　准教授
「法医人類学」講師：坂上和宏　非常勤講師
「パノラマ X 線写真からの年齢推定」講師：熊
谷章子　准教授

「歯１本からの年齢推定」講師：熊谷章子　准
教授

「デンタルチャート記入と異同判定」講師：熊
谷章子　准教授

「虐待」講師：熊谷章子　准教授
「咬傷鑑定」講師：熊谷章子　准教授
「災害歯科医療概論」講師：熊谷章子　准教授
「災害医療概論」講師：眞瀬智彦　兼担講師（医
学部 救急・災害・ 総合医学講座災害医学分野
教授）

「災害避難所対応シミュレーション」講師：中
久木康一　非常勤講師

「災害遺体安置所設営」講師：出羽厚二　兼担
講師（法科学講座法医学分野教授）

「警察協力歯科医による検死活動」講師：菊月
圭吾　客員教授

「岩手県主催総合防災訓練の検視・身元確認活
動訓練と災害発生後慢性期の医療救護と歯科保
健医療活動の実動訓練」（希望学生のみ参加）

第５学年
・総合講義（Ⅰ）
「ヒトの死」講師：熊谷章子　准教授
「災害発生時の病院初動対応実習」講師：熊谷
章子　准教授
・医科学（Ⅱ）
「国際的大規模災害犠牲者の死後記録採取」講
師：熊谷章子　准教授

第６学年
・総合講義（Ⅱ）
「虐待」講師：熊谷章子　准教授
「災害歯科医学」講師：熊谷章子　准教授
「歯科的個人識別」講師：熊谷章子　准教授

歯学研究科
「科学的根拠に基づいた歯科的年齢推定方法」

講師：熊谷章子　准教授
「科学的咬傷鑑定」講師：熊谷章子　准教授

（２）卒後教育
・�第１回国際的大規模災害セミナー開催　2018

年６月
講 師：Jeidson Marques （Universidade 
Estadual de Feira de Santana, Brazil）
講演タイトル：CIDEM （International Congress 
of Mass Disaster） project の紹介
・�Dental Age Estimation Workshop 開催　2019

年６月
講 師：Cameriere Roberto （AgEstimation 
Project, Macerata, Italy）
・�第２回国際的大規模災害セミナー開催　2019

年９月
講 師：Lee Sang-Seob （National Forensic 
Service, Wonju, Seoul, South Korea）
講演タイトル：韓国の National Forensic Service
のシステムと災害対応について

－社会活動－
・�身元不明死体の法医解剖への立ち合い，所轄

警察署での歯科的死後記録採取数　104 体
（2017 年４月１日〜 2019 年 11 月７日時点）

・�歯科的個人識別による身元確認数　36体（2017
年４月１日〜 2019 年 11 月７日時点）

－研究面－
（１）エックス線写真を利用した身元不明死体

の年齢推定方法
①歯科臨床で使用されるエックス線写真での小児

の年齢推定方法　－日本人サンプルでの検討－
日本人資料を利用して，これまでに報告され

ている頭頚部エックス線写真と手根骨エックス
線写真を利用した様々な小児の年齢推定方法に
よる精度の比較について，ルーヴァンカトリッ
ク大学との共同研究を行った．４〜 20 歳まで
の健常な日本人の 256 人のパノラマエックス線
写真，正面・側面セファロエックス線写真，左
手根骨エックス線写真を評価した．その結果，
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パノラマエックス線写真の有用性と，手根骨の
成長発育を評価した結果を結合させた年齢推定
方法の精度が極めて高いことを証明した（平均
平方誤差： 女子 1.19 歳，男子 1.22 歳，平均誤差：
女子 -0.06 歳，男子 -0.06 歳，平均絶対誤差：女
子 0.94 歳，男子 0.98 歳）．

②年齢推定のための第三大臼歯成熟指数の精度　
－日本人サンプルでの検証－
複数の人種を対象に研究されているパノラマ

エックス線写真を利用した 18 歳未満か以上か
を区別するための第三大臼歯成熟指数（I3M）= 
0.08 のカットオフ値について，日本人を対象と
して評価することを目的とし，イタリアの
AgEstimation Project との共同研究を行った．
14 〜 24 歳までの健常な日本人の 276 枚のパノ
ラマエックス線写真を評価した．その結果，正
しく分類された女子の割合は 87％（95％ CI 81-
93％），男子では 91％（95％ CI 87-96％）であっ
た．女子と男子の I3M の感度はそれぞれ 84％

（95％ CI 77-92％）と 89％（95％ CI 83-95％）で，
特異度は 93％（95％ CI 85-100％）と 96％（95％
CI 90-100％）であった． PPV（陽性的中率）は，
女子で 87％（95％ CI 69-95％），男子で 92％（95％
CI 74-98％）であった．この研究の結果は，
I3M が 18 歳前後の日本人被験者の年齢識別に
も応用可能であることを示した．

③下顎骨表示濃度評価の年齢推定への応用
顎骨の骨密度に関する加齢性変化を利用した

成人に対する年齢推定方法として，骨粗鬆症の
程度を評価する際に使用されるパノラマエック
ス線画像の観察が応用可能か検討した．デジタ
ルパノラマエックス線画像を，無作為かつ均等
な年齢配分で全年代を網羅するように選定し
た．評価部位は，障害陰影の影響を受けず，歯
が欠損していても測定部の再現ができ，全世界
で比較可能な骨粗鬆症のスクリーニングでも適
応されているオトガイ孔下部から下顎下縁に垂
直方向の領域を選択した．皮質骨の中央１か所，
海綿骨の皮質骨側，中央，オトガイ孔側の３か

所の濃淡値を約 3 mm2 の関心領域から測定し，
最も他の構造物との重複がない咽頭腔部分の濃
淡値で補正したそれぞれの値と年齢との相関を
評価した．その結果，皮質骨と海綿骨の濃淡差
と年齢との相関関係は認めなかったが，男女と
もに皮質骨１か所と海綿骨３か所の値と年齢と
の間にそれぞれ負の相関を認め，加齢とともに
下顎皮質骨，海綿骨のＸ線画像上の白さが増す
傾向にあった．本研究結果は，すでに周知され
ている加齢に伴う皮質骨や海綿骨骨梁等の非薄
化・低骨密度化よりも，組織学的な骨構造の硬
化性変化がより画像表示濃度に反映された可能
性が示唆された．

（２）生化学的手法を取り入れた年齢推定方法
近年加齢との関与が認められている DNA か

らの signal-joint T-cell receptor excision circles 
（sjTREC）について，遺体からの組織を利用し
た年齢推定方法を検討した．過去の報告で，
sjTREC の定量結果が年齢に伴い安定して減少
していくことが確認されているが，それは主に
十分な量の血液が試料となっている．しかし，
法医学的領域での検査試料は，血液はもちろん，
その他わずかでも DNA の抽出が可能な組織が
試料としてよく利用される．そこで，われわれ
は死後３日以上経過し，しかも遺体の置かれて
いた環境が様々な血液，骨，歯から DNA から
リアルタイム PCR を利用して sjTREC の定量
を試みた．その結果，十分な血液量であっても，
DNA の質によって sjTREC の定量不可能な資
料が存在し，その法医学的年齢推定への応用が
困難であることが示唆された．今後は年齢との
相関性が報告されている DNA メチル化レベル
に関する研究を，様々な試料を利用して行うこ
とを検討している．

（３）咬傷のデジタル分析
日本をはじめとした東アジア諸国では，欧米

と比較し詳細な咬傷鑑定を要求される機会はそ
れほど多くなく，事例報告も欧米に比べて非常
に少ない．近年散見されるこども虐待や特殊な
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傷害・殺人事例の増加に伴い，日本でもヒトの
咬傷か否かの識別，その成傷者の鑑定も増えて
くることが予想され，咬傷鑑定の資料収集とそ
の方法に関して十分熟知して必要がある．そこ
で American Board of Forensic Odontology 

（ABFO）の咬傷分析ガイドラインに則って，
Adobe Photoshop CS6 （Adobe Systems 
Incorporated, San Jose, CA）ソフトウエアを使
用して，皮膚のバイトマークを印象採得して作
成された石膏模型と，被疑者の歯列模型を２次
元のデジタルデータとして分析する方法つい
て，視覚的な鑑定だけではなく，数値化するこ
とでその精度を示す方法を試みた．経験事例に
関しては，２次元画像の視覚的鑑定のみで成傷
者特定が可能であったが，２次元画像での数値
化にはバイトマークのアウトラインを描出する
手段だけでは，その精度に欠けることが示唆さ
れた．さらなる精密な分析方法確立のため，今
後３次元画像の解析が可能なソフトウエアの利
用を検討している．

（４）災害犠牲者個人識別方法の標準化への試み
東日本大震災以降，災害犠牲者個人識別の重

要性に注目が高まり，日本でもその方法習得の
ための訓練参加者が増加している．しかし，残
念ながら日本の災害犠牲者個人識別の方法はあ
まりにも独特で，他国の方法とはかけ離れ，比
較しても異なる点が多く存在することはあまり
知られていない．日本では身元確認における歯
科所見の有効性や警察歯科医の存在そのものが
周知されておらず，多数犠牲者発生時には，指
紋，DNA，歯科所見という３つの科学的・客観
的根拠に基づいて身元を判明させることが世界
的な基本理念であることに対し，昨今の災害犠
牲者に対しても，未だに外表所見等の主観的な
評価のみで身元を判明させようとするため，多
くの遺体取違え事例を生み出してしまってい
る．また，他国に存在する災害時に身元確認を
行う多職種専門チームが日本には存在せず，更
にはご遺体の検査結果を記録する用紙も日本特
有のものが使用され，世界的に使用されている

様式とは全く異なる．したがって，もし日本で
多国籍人種が犠牲となるような災害が発生して
も，日本人だけでは絶対的に対応が困難なのは
明らかである．今後訪日外国人がさらに増加し，
国際的イベントが多く開催される日本は，改め
てその個人識別方法を見直す必要がある．そこ
で Japan Unidentified and Missing Persons 
Response Team （JUMP）が主催する災害時対
応 の 国 際 標 準 と な っ て い る International 
Criminal Police Organization （INTERPOL）が
推奨する Disaster Victim Identification （DVI）
の多職種が連携した方法を取り入れたセミ
ナー，ワークショップ，災害訓練を，チームの
一員として開催している．この活動の目的は，
大規模災害時に多くの日本の歯科医師が適切で
正しい作業が行えるように，平時からのトレー
ニングの重要性と，海外で実践されている災害
犠牲者への対応方法を日本のシステムに可能な
限り適応させながら広く周知させることにある．
その参加者は年々増加傾向にあり，その結果
徐々にその認識をもつ者も増加している．しか
し国際標準を日本に適応させるには，多くの困
難が生じることは明らかで，その問題を少しず
つ解決する方法を探求しながら，日本の国際標
準化を試み続けている．今後日本がさらに国際
社会として発展することを踏まえ，他国で頻用
される災害犠牲者と候補者の照合ソフトウエア
の紹介や，国際的災害に備えた知識の習得を促
す啓発活動を今後も続けてゆく予定である．

３．人事（令和元年５月１日現在）

教 授 代 理：三浦　廣行
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客 員 教 授：菊月　圭吾
准　教　授：熊谷　章子
非常勤講師：坂上　和弘（国立科学博物館）
非常勤講師：中久木　康一（東京医科歯科大学）

４．最近10年間の業績

共著
（1）熊谷章子：遺体安置所で身元確認作業に従

事 し た 歯 科 医 師 の 声　 岩 手 県，Japanese 
Unidentified and Missing Persons Response 
Team：3.11 Identity 身元確認作業に従事し
たし歯科医師の声を未来へ，ブックウェイ，
姫路，64-67 ページ，2016．

（2）熊谷章子：災害時の身元確認，槻木恵一，
中久木康一　編集：災害歯科医学，第１版，
医歯薬出版，東京，88-94 ページ，2018．

新聞投稿掲載
（1）菊月圭吾：歯科法医学　担い手育て．岩手

日報「論壇」，2018 年２月 15 日．
（2）菊月圭吾：熱帯魚．岩手日報「随筆賞」，

2018 年５月 20 日．
（3）菊月圭吾：子供にもっと新聞を．岩手日報「論

壇」，2019 年６月８日．

論文
（1）角田耕一，熊谷章子，山田浩之，杉山芳樹：

舌下腺原発腺様嚢胞癌治療後に発生した放射
線誘発軟部肉腫の１例．日口診誌 30：226-
230，2017．

（2）熊谷章子，藤田さちこ，高宮正隆，出羽厚二：
他殺事例の多数咬傷鑑定．法医病理 23：75-
81，2017．

（3）大橋祐生，熊谷章子，三上俊成，星　秀樹，
杉山芳樹，山田浩之：インターフェロンγ遊
離試験（IGRA）が有用であった結核性頸部
リンパ節炎の１例．口科誌　67： 17-22，2018．

（4）Kumagai ,  A.,  Mikami,  T. ,  Takeda,  Y., 
Sugiyama, Y.: Multiple distant organ metastases 
from squamous cell carcinoma of the lower 
gingiva that followed a rapid course: an autopsy 
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